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IW6010 は、一般的な 3.7V の 1 セル・リチウムイオン二次電池を充電できる充電器モジュールです。

充電電流は最小 50mAから最大 1.3Aまで自由に制限できるため、安全な充電電流を満たしながら、高い

効率で充電するアプリケーションを構築できます。また、安全性を考慮し、充電制御には LinerTechnology

社の専用制御 IC LT1510を採用しています。LT1510の精度 0.5%の基準電圧と、終止電圧の検出用の±

0.25%の超高精度の抵抗器が、リチウムイオン電池の臨界定電圧充電要件を満足します。 
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IW6010の仕様 

� 対応リチウムイオン電池: シングルセル・3.7Vタイプ 

� 最大充電電流 1.3A (任意に設定可能)、充電終止電圧 4.2V、最大出力 5.4W 

� 最大入力電圧 DC30V、最小入力電圧 DC7V 

� 制御 IC: Liner Technology LT1510 

� 充電制御方式: CVCC(定電圧・定電流)制御 

� 高効率スイッチング DC/DCコンバータ (スイッチング周波数 200kHz) 

� 寸法: W40mm × D50mm × H15mm 

� 固定用ホール(4か所) φ=3.2mm  

 

リチウムイオン電池の選定 

本モジュールに対応するリチウムイオン電池は、電圧が 3.7V の電池のみです。（危険ですので絶対に

シングルセル・3.7V タイプ以外の電池を接続しないでください。）電池容量は、100mA程度の小さなも

のから、数千mAの大容量のものまで対応します。本モジュールには JSTコネクタが搭載されています

ので、JST コネクタ付の電池パックですと充電に便利です。また、過放電防止回路が備え付けられてい

る電池パックですとさらに安全です。 

 

電源の選定 

Figure1に接続図を示します。 

電源には、7V 以上の安定した直流電源を用意してください。電源が 7V 以下に低下すると制御 IC は

動作をストップします。また、出力電流に見合った十分な入力電流が必要です。例えば、2000mA のリ

チウムイオン電池パックを 500mAで充電するには、9V 1.3A程度の ACアダプタをご用意ください。 

ACアダプタを使用する場合には、内径 2.1mmのセンターが＋の DCジャックが適合します。 

また、基板上に VCC および GND を接続できるパタン J2 が用意されていますので、直接ワイヤをハ

ンダ付けすることもできます。 

なお、VCCは ACアダプタの＋とショートされていますので、電源の衝突にご注意ください。 
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Figure Figure Figure Figure 1111    IW6010IW6010IW6010IW6010 の接続図の接続図の接続図の接続図    

 

モジュールの使用方法（充電電流の調整） 

 Figure2をご覧ください。 

充電する前に、可変抵抗 R6を左回し(LO)に完全に回し切って、充電電流を最小に設定しておきます。

小さい電池パックに大きな電流を流すと危険ですので必ず実施してください。 

次に、JST コネクタに充電池を接続します。その後、電源を接続してください。この時点でモジュー

ルの動作が開始します． 

 次に、充電電流を設定します。テスターを使って、IC1 の 11 番ピンをマイナス、6 番ピンをプラスと

して、電圧を測ってください。このピン間には出力ラインに 0.2Ωの抵抗を接続した状態に等しくなって

いるため、充電電流に比例した電圧降下が発生します。よって、充電電流は「11番ピンと 6番ピンの電

位差÷0.2」アンペアとなります。(例: 10mVの場合、0.01V÷0.2Ω=0.05A=50mA) この電位をテスター

で計測しながら、電池パックが許容する充電電流を上限に、R6を右に慎重に回して電流を増加させるこ

とができます。 

R6可変抵抗の回転角度と充電電流は、線形に対応していません。1.0A以上(11番ピンと 6番ピンの電

位差が 0.2V 以上)では、固定抵抗のわずかな操作で急激に充電電流が増加しますので、慎重に回してく

ださい。 

また、充電電流を 0.4A 以上に設定する場合には、LT1510(IC)の放熱に注意する必要があります。IC

のジャンクション温度が 125℃を超えないようにしてください。詳しくは LinerTechnology社の LT1510

のデータシートを確認してください。 

 本モジュールは、電池電圧が 4.2V になると自動的に充電電流を絞り、最終的には充電を停止します。
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電流が十分に小さくなったら、電池パックを取り外してください。 

 

外部出力ピンの活用 

 IW6010は、外部モジュールとの連携のため、外部出力用のピンをマウントするためのパタンを用意し

てあります。JP1および JP2の位置・ピンの内容について、Figure 3をご覧ください。 

 JP1 は、LT1510 の 12 番(Vc)ピンおよび 6 番(SENSE)ピンが引き出されています。また、GND が引

き出されています。IW6010は、GNDはバッテリーのマイナス側と直接接続されているため、バッテリ

ーの出力のマイナス極としても利用いただけます。 

 LT1510の 6番(SENSE)ピンは前述の通り、充電電流の計測に使用します。 

 LT1510の 12番(Vc)ピンは、LT1510内部の電流モード PWMの内部ループの制御信号です。0.7Vで

スイッチングを開始し、Vcが高いほど充電電流が高くなります。Vcピンは、Lレベルにすることでスイ

ッチングを停止できます。IW6010のシャットダウン制御に使用できます。標準出力電流は 30μAです。

詳しくは LT1510のデータシートを参照ください。 

 JP2 は、入力電圧 Vin と、LT1510 の 11 番ピン(Vout)が引き出されています。Vin は、Vcc から直結

ではなく、3Aのショットキーバリアダイオード D3を経由しています。これは、バッテリーから電源へ

の逆流を防ぐ目的で、Vcc の直後に直列に接続されています。Vout は、バッテリーのプラス極と直結さ

れています。 

 

 

Fingure2 Fingure2 Fingure2 Fingure2 充電電流の設定方法充電電流の設定方法充電電流の設定方法充電電流の設定方法    
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Figure Figure Figure Figure 3 3 3 3 外部出力ピンの内容外部出力ピンの内容外部出力ピンの内容外部出力ピンの内容    

 

 

Figure Figure Figure Figure 4 IW60104 IW60104 IW60104 IW6010 回路図回路図回路図回路図    
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企画・開発： 

 

Web ページ: http://corp.tokyodevices.jp/ サポート: support@tokyodevices.jp 

※本キット製品に関するお問い合わせは、上記 E-Mailまで、詳しい症状や現象をお書きの上、お問合せください。 

※初期不良を除き、原則として有償による修理となります。予めご了承ください。 

 

販売： 

 

〒305-0047 茨城県つくば市千現 2-1-6 つくば研究支援センター内 

 


